
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ● 補助・助成　 ● その他

■ 企画 ■ 実施 ■ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

指標１よりも、事業により近しい指標として、市内企業の人材雇用促進に寄与する事業かどうかを効果測定し
ていく。

今年度の見直し
内容

事業者へのヒアリングを行いながら、各施策をブラッシュアップしていく。

来年度以降の方
向性

補助金等を通じた企業のビジネス支援と雇用促進のための人材育成を、引き続き両輪で行っていく。

― ― ― ― 55% 60%

↓

アウトカム
成果指標2

人材の獲得に満足している企業の割合 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

― ― ― ― 1,800名 1,800名

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

市内コンテンツ事業者のニーズを踏まえ、補助スキーム等を見直しながら、引き続き、オリジナルコンテンツ
制作を後押ししていく。

アウトプット
活動指標2

人材育成事業への参加者数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

670,722百万円 632,763百万円 ―（９月頃確定予定） 641,495百万円 650,347百万円 659,321百万円

↓

アウトカム
成果指標1

市内クリエイティブ産業の売上高 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

２件 ４件 ５件 ６件 ８件 １０件

人工

指標

アウトプット
活動指標1

コンテンツ制作に取り組んだ企業等の数（令和５年度からの累
計）

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

1.6 人工

令和7年度予算額 96,000 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 1.6

正規職員業務量 1.6 人工

令和6年度決算額 81,529 千円 うち特定財源 22 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 1.6 人工

令和6年度予算額 98,000 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

・ロケ撮影や開発案件の受託のほか、市内企業のオリジナルコンテンツが生み出され、クリエイティブ産業全体の売り上げに貢
献する。
・ゲーム、アニメ等の企業と教育機関が連携し、市内で活躍する人材が多く輩出される。

他都市の状況

・全国の自治体等が運営するフィルムコミッションの多くは観光・まちづくりセクションで所管している。
・福岡では産学官で「福岡ゲーム産業振興機構」を構成しており、ゲームコンテストやゲームインターンシップを実施している。

市民参加の実施

令和5年度決算額 97,940 千円 うち特定財源 0

施策名 ＩＴ分野やクリエイティブ分野、健康福祉・医療分野の産業が、国

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

本市では、「映像の力により世界が憧れるまちさっぽろを実現するための条例」に基づき、映像活用施策の基本計画である札
幌市映像活用推進プランを策定し、豊かな景観資源と放送局・関連事業者の集積を強みに映画・ドラマ等の実写作品制作の支
援に取り組んできた。令和４年３月に改訂した第２期プランの現状分析では、今後市場の拡大が見込まれる動画広告、アニメ・
ゲーム等の分野においても市内に企業・人材が集積していることが明らかになった。市内におけるコンテンツ産業の活性化を図
るため、新たにゲーム関連企業の支援に注力すると共に、市内企業のコンテンツ開発支援や人材育成に取り組む必要がある。
また、第２期プランは令和８年度末をもって５年間の計画期間が終了するため、次期プラン改定に向けて調査等を進める必要
がある。

事業内容
（何を実施し）

・ロケ撮影関する問い合わせや相談に応じたほか、道外での展示会にてロケ誘致活動を行った。
・札幌映像コーディネーター勉強会を実施。２９名が参加。
・オリジナルコンテンツ制作（ＩＰ）補助金はアニメ１件、ゲーム１件、ドキュメンタリー１件の計３件、映像制作補助金はドラマ２件
を採択し、計２７，７９２千円の補助金を交付した。
・生成ＡＩを活用した縦型映像制作の実情や縦型ショートドラマのビジネス活用についての講座を実施。４８名が参加。
・アニメ・ゲーム業界ＣＧクリエイターの魅力発見イベントを開催。企業プレゼンのほか企業１０社、関連学校１０校のブースを設
置。１０３名の来場があった。
・市内ゲーム開発企業と連携した、人材育成イベントを実施。プロと一緒にゲーム制作を行うゲームジャムやプログラミング講
座、トークセッション等を開催し、３日間で約１，４００名が来場した。
・ゲーム業界への就職を目指す学生を対象に、市内企業のゲームクリエイターを講師としたレビュー会を実施。令和６年度は１
１回開催し、累計１３４名の専門学生・大学生が参加。
・北海道外のゲーム・ＣＧ等デジタルエンターテインメント企業を対象にした企業立地ツアーでＳａｐｐｏｒｏ　Ｇａｍｅ　Ｃａｍｐ２０２４
等の見学を実施。４企業参加のうち３企業が札幌進出。うち１社はＳａｐｐｏｒｏ　Ｇａｍｅ　Ｃａｍｐ２０２５の協力企業になった。

事業名 コンテンツ産業振興費

評価担当課 所   属 経）産業振興部　産業振興課 電話番号 011-211-2392

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 36735


